
 2025年度ホームぱれっと地域連携推進会議 議事録（会議報告） 

社会福祉法人よさのうみ福祉会 

 

事業所名 ホームぱれっと 

作成日 2026年 1月 9日 司会・記録 司会・三宅管理者 記録・平林主任 

 

概  要 

日 時 2025年 12月 24日(水)10：00～11：00 

場 所 ホームすみれ 3階食堂 

参加者 利用者：ホーム利用者  

ご家族：ホーム利用者家族  

地域関係者：地元地域民生委員 

職 員：三宅（管理者）・平林（主任） 

計 5名 

 

議  事 

議 題① ・管理者より開催挨拶、出席者紹介 

・宮津エリア各ホームの様子・概要説明(定員・職員数・ホーム類型・人員配置等) 

・事業所のイベント、地域行事について 

・非常災害時の計画 

・法人基本理念など 

 

報告 

意見交換 

・体験利用部屋を 11月よりもくれんからすみれに変更させていただいた。すみれ、もくれんの 

利用者の生活は概ね自立している。休日にはヘルパーの移動支援を利用し宮津市内に外出をさ 

れたり、時には京都市内や大阪市内などに行かれる方も。引き続きヘルパーがより利用しやす 

くなるよう、行政や国に訴えを続けていきたい。2019年車椅子の方も住めるようにと、あいり 

す・こすもすが開所した。 

・ホームの経営状況として特に人件費が高く、また食材の価格も高騰しており経営状況は厳し 

い。 

・地域イベントは地域との繋がりを再構築し、障害のある人たちの実態や課題を発信する大切 

な機会と捉え、12/19に宮津・伊根エリアで翌年みやづ作業所が開所して、50周年を迎えるに 

あたりプレ企画を実施した。また 12/26まで仲間の作品展を実施し、地域の方々に仲間の作品 

見てもらう機会としている。 

・法人の歴史・理念を説明し、京丹後、宮津、与謝野町エリアの事業所の概要説明を行った。 

「めざす職員像」や「夢ビジョン」を策定しており、法人全体で目指す取り組みを進めてきた。 

宮津エリアでは各事業所の特色を活かすため、be plusでランチ営業を開始し事業所の発展に 

向けて動いている。 

・非常時災害時の計画として、緊急時でも事業の継続ができるよう、事業継続計画【BCP】を策 

定している。災害面ではホームもくれんが大手川の氾濫に注意が必要、ホームすみれは原子力 

の警戒区域に立地しているため有事の際はどのような対応が良いか日々考えている。 

 

議  事 

議 題② 【権利擁護、サービス向上のための取り組み】 

・研修の状況 

・非常時災害訓練の実施状況 

・支援の質の向上のための取り組み 



・事故事例とその対応報告 

 

報告 

意見交換 

・研修はスキルアップのために法人内に職員人材研修センターを設置し、年間を通して様々な 

研修を実施している。特に虐待防止研修に力を入れており、外部から講師を招き研修を実施。 

ホームの職員は必ず年に１度は研修に参加を義務付け、研修を受けて日々の支援に繋げている 

・ホーム内の事故は利用者の転倒や、服薬の誤薬などがある。事故を起こさないためにヒヤリ 

ハットの取り組みに力を入れている。加齢や障害からくる身体の機能低下が進み、医療関係者 

と連携して身体への負担の軽減など安全に生活ができるようにしていきたい。 

・利用者を呼ぶ際の「呼称」については、〇〇さんの呼び方を周知徹底している。 

・金銭の管理は後見人や権利擁護などを利用されている方もおられる。マイナンバーカードは 

基本的に預かることができない。 

・災害訓練は各ホームとも年に２回ずつ消防職員を派遣してもらい訓練を実施している。水害 

火災、地震の訓練を順に実施している。 

 

議  事 

議 題③ その他 

 

質問、感想、

ホーム見学 

・食事は時には利用者の希望をとり、メニューの検討をしてほしい。 

・所得の少ない自分たちには特に近年物価高を実感している。やはり物価高は死活問題なので 

この思いをどこにぶつけていいのか…。 

・ホームの総称「ぱれっと」が分かりにくい。どこにどのホームがあるのか。 

・自分の娘も高年齢で体の機能が落ちてきているのが心配。その時にヘルパーが入ってもらえ 

ないか。 

・ホームがあることが非常に有難い。母も高齢で妹にも家族がありそれぞれの生活がある。 

今のホームでの生活が維持できているのが有難いと思っている。地域で当たり前に暮らせるの 

が嬉しい。 

・ホームすみれ内を見学していただき、居室だけでなく浴室、トイレなど細かなところまで 

見ていただき、掃除が行き届いていてきれいに利用されていると感想を述べられていた。 

 

 


